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［ 顧客対応 ］ ［ 投資への責任 ］ ［ 従業員 ］
私達は、お客様の満足を得られる製品を提

供し続けるために、基礎技術・製品化技術の

両面において、極限まで技術を追求します。

また世界中のどの地域であっても同品質の

製品・サービスの提供を保証し、同時にその

製品・サービスの品質は最高級のものでなけ

ればならないと考えています。その為、私達

は品質管理システムを構築・維持・発展させ

るために、グループ会社に最良の品質管理シ

ステムの取得を義務付けています。

私達はお客様に製品・サービスを最適納期

で提供するため、超短納期企業（Ultra-Quick 

Supplier）である事を宣言します。超短納期

は、生産面だけでなく、開発・販売・サービ

ス・管理等私達の活動の全てにおいて達成さ

れなければならないと考えています。

私達は、毎期の税引後当期利益の一定割合

を株主に配当する配当性向主義を基本政策と

しています。

投資家・利害関係者に対し定期的に経営状

況を報告するとともに、事業・経営に関する

重要な事項がある場合はこれを遅滞無く開示

することで、経営の透明性維持を保証します。

グループ会社には、統一性のある経理基準・

システムを導入し、共通の情報基盤による即

時性のある経営管理システムが確立されなけ

ればなりません。また、グループ会社の経営

陣は、利益確保・配当実施、健全で透明な経

営及び管理システムの確立、人財の開発に対

する責任を共有しています。

私達は、グループ会社がベンチャー精神を

もとに設立された事に誇りを持っています。

グループ従業員一人ひとりは起業家精神を維

持し、個性的なアイデアや改革の実現に努力

する事を期待されています。

グループ従業員に対してそれぞれの可能性

を最大限に生かし、目標を達成する為に、オー

プンでフェアな労働環境を提供します。グ

ループ従業員は個々のさらなる成長の為、異

文化を相互に理解でき、伝えられる国際感覚

を兼ね備えた人間である事が求められます。

その実現に向けて具体的な取り組みとして、

国際基幹人財育成・交流プログラムと人事業

績評価システムを構築します。また業績評価

に際しては、チャレンジ精神をもって業績の

向上に努力している者に報いるため、加点主

義をその根幹とします。
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